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1、
「

こ ぎ ん オリし 」 と り 出 会 い

lF年の春、奈良大宮の小さな「ギャラリイ風と心」に

阿部さんという夫婦連れが来て .F主の町中さんと暫 く話

をして帰ったが、実はこの人、東北石をから奈良へ研修

に来ていて『人北大晨災』となり、帰る家を失って■案

していたところだったという.

励まされて帰郷 した阿割,さ んが見つけ出したのが廃墟

の泥の中の 「こどん刺しJ .

「 こぎん

“

」しJと はI森県津蔭に伝わる市Jじ子贅法で、

本部布のIIIに 白糸の幾何学模様がllり F‖ す素オトな沐わい

のもの。これをπ設住宅でllし始めたところ、共鳴者が

人勢参71するようになり、出来 Lが った4品を「ギャラ

リイ風と,さ」に送ってきたという。

子のひらに乗る小さな「Ⅲ■袋Jも あれば、大きめな壁掛けもある。思い掛けぬ縁が

展示会となり、奈良の新間にも掲載され新側は石巻にも送られた。 不思議な出会い 。

これを参観にffっ た我々にも別の出会いがあった。店主が「どちらから?Jと P.lう の

で「清水からJと答えると、横のご婦人が「エェッ ! 私、清水に展ましたJと いう。

蒲原町に生まれ、市原中から清水西高に学び、音楽は山田茂先生に習った。奈良に嫁

いてきているが、先般、同級会があってお水べ行って来たとのこと。

不思議な出会いが生まれる「ギャラリイ風と心Jである.



2、 弔 堀 m哲 爾 君 ″ こ■ と

堀F嗜爾君がしくなったとえらされた.も う■力月以上も前のことだという。知らぬ

ことだったが 舞儀に0■llも できず残0だった。謹んでご冥福を祈る。

彼と私は大学の同級である。専攻が異なり家も離れていたが、アルバイ トが―結だっ

たので,は良かった。卒業後、彼が,1尻小、私が有度小に勤務するようになり、若手教員

の行llな どで脇力しあうことが多かったが、その一つ・自樺湖スキー楽 しみ会・ に行っ

たときのこと。最初におった彼が雪の中で倒れて、 にてい骨を骨rr.

医師がいないので雪で冷やすしかなかったが、懸命に徹夜で看議 したのが、同行した

「湾橋佳美Jさ んで後の堀口夫人。彼女も同級

`Lで

工 1口1鶴者である。

一般には は 球」と言われていたサッカーを、懸命に清水の地に育てたのは彼だが、

これも専「,違 いで、私は子哄時代は草野球、大人になってからは夢1球 バレーである。

その私が一度だけサッカーをしたことがある。一中校産に夜間照明が出来た時、堀田君

が見物席の私に 醐 蕃試合に出ろJと言い、「ボールに触ったことも賊ったこともなl

と断ったのに「ボールが来ないところに月ればよいJと無理やりに参加させた。

ネ方が攻撃中はよいが、攻め込まれたら大変。政のFWに散々に体を職られた。彼日

く「サンカ~は格闘競技だ。蔵られたら麟り返せ。そのくらいは出来るだろJ

彼と最後に話 したのは七十だった。「車薙神社の龍勢

"来
Jの立てれを筆で書いてい

た私に、近付いてきた彼がl・rか 言った。内容は覚えがない。■美さんは元来は音楽人で

ある。いつたったか「わたしサッカー木亡人よJと言われたことが思い出される。
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琵電湖のヨン 〈革・ アシ)を使った面白い■を吹く

人達がいると間き、まずは2琶湖博物鮨に尋ね、教え

られて菊丼7さ んと近農ゆみ子さんに面会した。

ヨシ■は自然を活かした楽器である。製作にまつある

著労

“

を伺ぅたが、私がリコーグーの賜係著であるこ

とからリコーダーに国する質問も多かった。ドイッ笛

とバロック笛との違いなどである. 雄″v動に

'心
のヨシ笛の音色を固くため、駅から相当離れた

「西の湖Jま で案内される.苺が採れるところであり

申し分のない舞台設定だが、風が吹いてヨシ筍の音が

吹き飛ばされて笛が風に負けてしまう。難 しい。

賊りの電車の中でヨシ笛を墨ぅて創4(試作〉をする。

自然を活がす和声とし、複旋律的な試在である。
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4、  3」■気 し み た 悲 し い 晴  9/18記

何という狂気しみた悲しい話だろうか。この数口0デモの狂乱のことである.

未熟な若者の騒ぎかと思っていたら、他人の物を豪壊し、強奪するのを治安■当者が

制止どころが、奨励し、工れ幕から衣装・ プラカードまでも用意する。武姜警察も「見

てるだけ」。それどころか、外交スボークスマンは「他国のせいJと言い張り、国を代表

する者が愚かな発言をする。国全体が狂気を皇しているとしか思えない。

,の本質は覇権主襲と領ih拡張、それを支える軍事誇示であろう。これまで他目を

「帝国主義」などと誹訪していたのが、時代や立場が変われば、″1の因縁をつけてこの拡

張を図り、他国の平和を役害してでも自国の野望を蟷げようとしているようだ。

私が長い友好汚勁で知つ合った多くの友人たちはどうしているのだろう。同しように

■って石を投げ建物や車を壊し、人の物を盗ス

静岡・ 清水の小中学校では10月 に普楽会 ,

文化活動であり、国際交流教育であるとjll待

学校長は何と言って来演者たちを紹介するのだろう。     1
子供たちだって毎日操返される「世にも不思議なrt摩」

をTVで見ていたはずである。

本年は友好交流の記金の年として多くの交流活動が企画

されていた。既にその多くが取り消しとなりF点を付けて

いるが、今後はどのようにして握手をする気だろうか ?

これらを乗り越え友好活動を機けるのは●めて壁しい.

覇権を封し、失政を詫び、横書賠償すべきだと思う。
(言)

興董
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以前、「とこにあるのかJと疑F・Iを単した『難波富Jは大阪城のす ぐ南にありました。

(上の地図を参照〉大イヒ改新の孝徳天菫と大仏を造った聖式天皇の都だったというが、

発見されたのは昭和86年。今では毎年 9月 15日 に中国人が「中秋名月Jの会を催し

て、友好交流で限やか。デそなんて■人のすることだと・・ 言ってるそうです。

' 
マ ン ザ イ は お ●● 奮 gす か

最近、面議を得た方(女性 )が「落語は好きですか ?」 とr4に関く。以下はその会話。

「エエ志ん朝や志ん生をよく間きますよJ「イエ、普の名人 しゃなくて、出掟する落諄

家は若手一人、あとは漫オばかりですけど、お好きなら入場券を差し上げようと思いま

してJ「ウーム、漫オですか。私は四東育ちのためか漫オの会議が理解できないんです

よJ「アラ、実は私も判らないんです」「でも、TV会場では大勢爆笑してますよね」

「 者者は、あの独特な言い方に合わせて実わンと

'間
に入れて貰えへんJ・・・.

[今の浸オは、ユーモアのある楽 しい会■とが、情快な人柄ではなく、ののしり合い、

■,き合うのを見て喜ふもの.ド ギツイ
=案

や奇抜で大彙髪なアクションが売り」という。

町に公共,さが少なくなり大礼な人●l多い。立派な年●と思われる人が、街頭で大声を

張り上げて喧嘩するのを何度も見たが、漫オの奥似だったのだろうか ?
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控 句 と ,1:柳 (奈良の昨今風景 :奈良新間はがより〉

` 
折 ご ろ の リ コ ーーダ ー 風 _

田水読く 父社伝来の千枚田  信徒らも交 しり大仏お身拭い

大紅彩 中宮寺跡を示しつつ  百僣の読経のごとき理 しぐれ

海行かば 高円11の大文字   施熾鬼会や 昔マ ドンナ 腰曲げて

廃校の木道教宣 母昼寝    萩咲けり 非連の皇子の住みし勝

盆棚が描わぬ前に沙弥の僣   過疎なれば 護も見かけぬ地蔵盆

いずこでも同じことだと千の風  山里ヘ ー人で帰る星月夜

深吉野の秘話に始まる鮎料理   なでしこが案 ,L子 となって持う村

カナカナや 明日も使う鰍洗う  秘仏観る 限が立び居るポックリ寺

友逝きて「近いうちにJは時lk切れ ケーロー(敬老 )と せがすな 鰻食いに行こ

超 ミニが毛皮の尻尾付けて来る   車中でもキリまで出すんだ 写してよ

大阪へ出て「大阪ヤマハ」と「三木薬器」さらに京都へ周り

三条の「十字屋薬器店よヽ 寄ってみた。

た詢の人にリコーターの選択を問われているので、カタログ

を贅い、売れ筋などを確かめようと思ったのだが、驚いたこと

にメック、モレンハウエル、 ドルメッチ等の西洋の木製 リコー

ターが薔えられ、ヤマハ店では一人の客が試奏中だった。

係によると「木製 リコーターを求める人が増えて、同好者の

会もある。高価なものが好まれるJと。

大阪音大の口村義―さんの「講義 と演委Jや山田有恒さんの

「 リコーダー修理の麹 もあり、年配者にリコーターの輸が広がっているのは嬉 しい。

日本にリコーダーが入って来た経擁には諸説があるが、学校現場に登場するのは昭和

30年代のこと。提唱した文部省の7L●大先生でさえ「知らないことが多かった」と言

われるほとで、現場の該師たちも戸惑った。私 もその一人。鼓皆隊を組織 し音薬と体育

の融合と掟えていた。その後、私は「デスク・ オルガン」などの鍵盤指導に移っていき、

リコーダーと知って再研修を始めたのは昭和47年頃からである。

岐阜の田中先生、長野・大口、新潟・小原。東京では徳山、上杉両先生。札幌は山星先生。

大阪は北山、三木先生。鳥取・山本、原田。兵庫・西。高知・橋本、鹿児島・榊先生。等等々。

まだまだいっぱいの、全国各地の素晴らしい発生方にお会いして教えを受けた。

小学校鳴歌は日本人の心の歌の財産として諸方で歌われている。今やリコーグーも狡

門を出て 晰 具の教育楽器Jか ら 「生涯にわたつて楽しむ楽器J となりつつあるのだ

ろうか? 私が音労 してきた
'コ

ーターとの30年以上の月日。京都では Fパイプォル

ガンと―緒に吹こう』奈良では rオ ーヶス トラと合奏しようJと親子が集まっていた。

安饉で優秀な日本のプラスチツク製も使つてはしい。子供の「使い古しJで十分 .
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